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ホログラフィックメモリーは次世代の大容量光メモリーとして注目されている。通常のホログ

ラフィックメモリーでは、データはページ単位で２次元画像として記録再生される。一方、同じ

システムを用いて、各画素を情報のチャンネルとしてみなすことにより、時系列信号を記録再生

することができる。われわれは、Fig.1 のような、角度多重方法ホログラフィックメモリーにおい

て、情報を時系列信号として記録再生することにより、記録密度の向上を目指している[1]。これ

までに、数値シミュレーションにより、位相変調時系列信号が記録再生可能であることと、その

基本的な記録再生特性を明らかにした[2]。今回は、位相変調時系列信号を用いた場合の記録密度

限界に関して、数値シミュレーションにより検討した。 

角度多重ホログラフィックメモリーで時系列信号を記録再生する場合は、時間と参照光の角度

が対応する。１クロック（1T）に対応する参照光の角度変化を∆𝜃𝜃𝑟𝑟とすると、∆𝜃𝜃𝑟𝑟を小さくするほ

ど記録密度が大きくなるが、限界を超えると再生信号の忠実度が下がり、エラーレートが増加す

る。これにより記録密度限界が定まる。われわれは∆𝜃𝜃𝑟𝑟を変化させて、シミュレーションによりエ

ラーレートを見積もる（Fig.2）。この結果から記録密度の限界について考察を行った。 
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